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「3つの数を足すと18になっている」 
「2桁目は必ず9だ」 
「1桁目と3桁目を足すと9になる」 
「差は99の倍数だ」 
「475は475になる」 
これが出たら「カプレカル数」の定義を知らせる。 
④ (5 分) カプレカル操作の答えがいくつかしかないこ
とに気づくので、3 桁の整数の各位の数を文字で表したと
きを考えると問題を焦点化させる。 
「99の倍数だ」ということは生徒から出にくいと予想さ

れるので、文字で考えたのちに結果の考察として、「3桁の
整数にカプレカル操作を行うと99の倍数となる。ただし、
同じ数が 3 つのときは除く」と数学的な表現にまとめる。 
⑤ (10分) 【問題3】、【問題4】の証明を行う。 
⑥ (5 分) すべての場合を尽く
して解答を得ることもできるけ
れども、場合が多すぎるので、文
字を利用した解法を考えた。文字
を利用することの有用性を知ら
せよう。               図5 
また、すべての3 桁の整数 から 99 の倍数を選び、そ

の中からカプレカル数を探し出す方法だったことも強調し
たい。 

6 その後の発展 

 その後の授業の流れは4つ考えられる。 
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次の２題が考えられる。 
「3 以上 9999 以下の奇数 𝑎𝑎 で、 𝑎𝑎2 − 𝑎𝑎 が 10000 で割
り切れるものをすべて求めよ」（東京大学2005） 
「 𝑎𝑎3 − 𝑏𝑏3 = 65 を満たす整数の組 (𝑎𝑎, 𝑏𝑏) をすべて求め
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に負えなくなるので、コンピュータを利用して全数調査す
ることが必要となってくる。ここでは、Excelで３桁の整数

のときを例示する。 
A1 ：  
A2 ： =INT(MOD(A$1,1000)/100) 
A3 ： =INT(MOD(A$1,100)/10) 
A4 ： =INT(MOD(A$1,10)) 
A5 ： =LARGE(A$2:A$4,1) 
A6 ： =LARGE(A$2:A$4,2) 
A7 ： =LARGE(A$2:A$4,3) 
A8 ： =A$5*100+A$6*10+A$7 
A9 ： =A$7*100+A$6*10+A$5 
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④ 4桁、5桁と桁数を増やしたときにどうなるかは、探求
学習のよい課題になるだろう。 

7 まとめ 

 以上のようにカプレカル操作は、操作の仕組みが単純で、
誰にでも取り組みやすい。そのため、問題を発見し、解決
の過程を生徒たちが自覚化しやすい教材であることがわか
る。「数学するとはどういうことか」このことを生徒たちに
明示できる。小学生には小学生なりに、中高生には中高生
なりの適応した教える内容を含んでいる。カプレカル数を
通して、整数の問題の楽しさ、数学の楽しさを子どもたち
に伝えていきたいと考えている。 
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指すべく学習手法の一つ、単元内自由進度学習を取り入れた授業の開発と実践を行った。

この実践を通し、国語科において単元内自由進度学習を行うことで、一人一人の児童が主

体的に学習を進められたことは一定の成果を得たといえる。 
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1 はじめに 

 本稿は小学校6学年の国語授業における授業実践に関し
て報告するものである。 
 まず、筆者の勤務校の「目指す子供像および、研究主題、
副主題」について述べていく。 
勤務校では目指す子供像をより具体的にホップ期（１～

4年）・ステップ期（5～7年）・ジャンプ期（8～9年）に分
けて示している。ステップ期のテーマは、「誰に対しても思
いやりをもち、相手の立場に立って行動できる子」「共に学
び合い、考えを広げ、深める子」「自ら考えた、より高い目
標に向かって、がんばりぬく子」としている。 
 勤務校では「自ら問い、自ら考える子どもを育てる小中
一貫教育の在り方」という研究主題を 2016 年の開校より
掲げている。これは勤務校が、和歌山県で唯一（令和7年
度現在）の小中一貫校で、小中一貫教育について研究して
いく責務を担っており、また、9 年間の教育を見据え、予
測不能な社会に出て活躍していく力を育成するためには、
どのような系統性をもった指導が効果的であるのかについ
て考える必要がある、と認識しているからである。2023年
には、目の前の子どもたちが自ら問い、自ら考えられるよ
うにするためには何ができるようにならなければならない

のか職員全員で考えた。その結果、「正解にこだわってしま
っていること」「知識を活用していくことに積極的でないこ
と」が浮き彫りになった。この現状を踏まえ、唯一の正解
にこだわらず、常に問い続ける姿勢をもたせるための批判
的思考力、また、学んだ知識を活用していく意識をもたせ
るために自己表現する場の設定が大事であると考え、研究
副主題として、「批判的思考を通した自己表現」を設定した。 
 次節以降では、小学校6学年国語科の授業実践における
児童の姿を中心に、6 年生の児童が主体的に学習に取り組
むことをねらいとした授業づくりについて考えを述べてい
く。そのうえで、取り組みの成果と課題について筆者の考
えを報告するものである。 
 

２ 問題の所在と研究目的 

２.1 問題の所在 

 近年、AI技術などにより、急激な勢いで社会は変化して
いっている。教育現場では 10 年前には考えられなかった
一人一台パソコンをもつ「GIGA スクール構想」が文部科
学省から令和元年に発表された。平成 29 年告示の小学校
学習指導要領では「生きる力」として具体的に育成すべき
資質・能力が「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「学
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びに向かう力・人間性等」の三つに整理された。そして、
資質・能力を育成するにあたって、各教科等の指導では、
児童生徒の「主体的・対話的・深い学び」の実現に向けて
授業改善が求められている。中央教育審議会答申（2021）
は、「すべての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学
びと協働的な学びの実現」を示した。これは当時、同じく
中央教育審議会答申（2021）の「新型コロナウイルス感染
症の感染拡大による臨時休業の長期化により、多様な子供
一人一人が自立した学習者として学び続けていけるように
なっているかという点が改めて焦点化されたところであり、
これからの学校教育においては、子供がICTも活用しなが
ら自ら学習を調整しながら学んでいくことができるよう、
『個に応じた指導』を充実することが必要である」という
考え方から着想されたものである。そのうえで「指導の個
別化」と「学習の個性化」を含み込んだ「個別最適な学び」
が示された。 
 中央教育審議会答申（2021）によれば、「指導の個別化」
とは、「すべての子供に基礎的・基本的な知識・技能を確実
に取得させ、思考力・判断力・表現力等や、自ら学習を調
整しながら粘り強く学習に取り組む態度等を育成するため
には、教師が支援の必要な子供により重点的な指導を行う
ことなどで効果的な指導を実現することや、子供一人一人
の特性や学習進度、学習到達等に応じ、指導方法・教材や
学習時間等の柔軟な提供・設定を行うこと」とされている。 
 「学習の個性化」は、「基礎的・基本的な知識・技能等や、
言語能力、情報活用能力、問題発見・解決能力等の学習の
基盤となる資質・能力等を土台として、幼児期からの様々
な場を通じての体験活動から得た子供の興味・関心・キャ
リア形成の方向性等に応じ、探求において課題の設定、情
報の収集、整理・分析、まとめ・表現を行う等、教師が子
供一人一人に応じた学習活動や学習課題に取り組む機会を
提供することで、子供自身が、学習が最適となるよう調整
する。」こととされている。これらの考え方より、児童一人
一人の特性に応じて指導することが求められていることが
分かる。 
 しかし一方でベネッセ教育総合研究所（2022）によると、
「小学 4～6 年生のうち、上手な勉強のしかたがわからな
い、と回答している割合は61.1％」という結果が出ており、
また、この結果は上昇傾向であることも示されている。「子
供自身が、学習が最適となるよう調整する。」ことを狙い、

GIGAスクール構想が始まっているが、「上手な勉強の仕方
が分からない」結果になっている原因の一つが「教師が学
習方法を教えていないこと」と友田（2024）は示唆してい
る。 
 そこで本稿では、実践を通して、学び方を身に付けなが
ら、個に応じた学習ができるための指導の在り方を提案す
る。 
 

２.２ 単元内自由進度学習 

 「個別最適な学び」を実現するための学習方法として「単
元内自由進度学習」を取り入れる。単元内自由進度学習と
は、愛知県東浦町立緒川小学校で開発された実践方法であ
る。 
 
２.３ 研究の目的と方法 
 本研究では、国語科における個別最適な学びの実現に向
けて、単元内自由進度学習を取り入れた国語科の教材を開
発する。また、開発した教材を実践し、授業後のアンケー
トや児童の様子をもとに、教材の効果や課題について筆者
の考えを述べていく。 
 

３ 授業実践について 

３.1 児童について 

読むことに関して 

本校では、「わかやま創造科（総合的な学習の時
間）・生活科」の研究を開校より進めてきており、本学
級の児童も様々な体験活動を経験してきている。学習
者は、4年生の時には、「わかやま創造科」の時間に、
市内にある磯ノ浦海水浴場でフィールドワークを体験
したり、プラスチックごみに関する知識を講師の説明
から得たりしている。 

国語科においては、今年度1学期に「イースター島
にはなぜ森林がないのか」「インターネットの投稿を読
み比べよう」という教材を学習している。「イースター
島にはなぜ森林がないのか」では、文章の構成をとら
え、要旨を確かめる学習をおこなった。また「原因」
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る。 
 

２.２ 単元内自由進度学習 

 「個別最適な学び」を実現するための学習方法として「単
元内自由進度学習」を取り入れる。単元内自由進度学習と
は、愛知県東浦町立緒川小学校で開発された実践方法であ
る。 
 
２.３ 研究の目的と方法 
 本研究では、国語科における個別最適な学びの実現に向
けて、単元内自由進度学習を取り入れた国語科の教材を開
発する。また、開発した教材を実践し、授業後のアンケー
トや児童の様子をもとに、教材の効果や課題について筆者
の考えを述べていく。 
 

３ 授業実践について 

３.1 児童について 

読むことに関して 

本校では、「わかやま創造科（総合的な学習の時
間）・生活科」の研究を開校より進めてきており、本学
級の児童も様々な体験活動を経験してきている。学習
者は、4年生の時には、「わかやま創造科」の時間に、
市内にある磯ノ浦海水浴場でフィールドワークを体験
したり、プラスチックごみに関する知識を講師の説明
から得たりしている。 

国語科においては、今年度1学期に「イースター島
にはなぜ森林がないのか」「インターネットの投稿を読
み比べよう」という教材を学習している。「イースター
島にはなぜ森林がないのか」では、文章の構成をとら
え、要旨を確かめる学習をおこなった。また「原因」
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と「結果」との関係に着目し、筆者の主張を明確にし
ていった。 

「インターネットの投稿を読み比べよう」では、資
料同士を比較し、どの表現が説得力をもちやすいか、
考えた。 

書くことに関して 

令和7年度は、社会科、わかやま創造科、学級活動
の時間に修学旅行のしおり作りや、歴史上の人物新聞
作り、お店のポップ作りに取り組んでいる。その際、
インターネットで調べたことをもとにして文章に表し
ている。国語科において、「書く」を主たる目標におい
ての学習をまだ行っておらず、本単元が初めてであ
る。 

 

教材文の特性 

授業者が考える「『永遠のごみ』プラスチック（読
む）」「発信しよう、私たちのSDGｓ（書く）」の魅力は
以下の６点である。 

 ①資料ページが独立して掲載されており、見やす
い。（読む） 

 ②「最初に」「次に」のように列挙の接続語が書かれ
ているため、構造を理解しやすい。（読む） 

 ③4年生の時に、社会科やわかやま創造科でプラスチ
ックごみについて探求しており、内容面について
知識があるため、思考を促しやすい。（読む） 

 ④具体的な数値が書かれており、納得しやすい。（読
む） 

 ⑤読むこと②の魅力同様に、内容面について知識が
あるため、思考を促しやすい。（書く） 

 ⑥身近な問題に感じられる項目もあり、主体的に学
びに向かいやすい。（書く） 

 

３.2 学習指導案（６年「永遠のゴミ」プラスチッ

ク」） 

日時 ２０２５年 
対象 ６年生 

単元名「２０３０年まであと５年 

～〇〇に伝わるようにＳＤＧｓを宣言しよう～」 

 教材名「永遠のゴミ」プラスチック 
                  保坂 直紀 文  

    「発信しよう、私たちのSDGs」            
【東京書籍・新しい国語六】 

 
〇単元の主たる指導目標 
身近な問題と関連付けて文章を読み、自分の思いを伝え

るポスターをつくることができる。 
〇単元で取り上げる言語活動 
 SDGｓへの思いを、それぞれの表現方法で表す。 
 
〇評価規準 
●知識・技能 
・情報と情報の関係づけの仕方、図などによる語句と
語句との関係の表し方を理解し使っている。【（２）
イ】（読むこと） 

・思考に関わる語句の量を増やし、話や文章の中で使
うとともに、語句と語句との関係、語句の構成や変化
について理解し語彙を豊かにしている。また、語感や
言葉の使い方に対する感覚を意識して、語や語句を使
っている。【（１）オ】（書くこと） 

・情報と情報との関係づけの仕方、図などによる語句と語
句との関係の表し方を理解し使っている。【（２）イ】（書く
こと） 
●思考・判断・表現 
・「読むこと」において、目的に応じて、文章の中から
必要な情報を取捨選択したり、整理したり、再構成し
たりしている。【C（１）ウ】（読むこと） 

・「読むこと」において、文章を読んでまとめた意見や感想
を共有し、自分の考えを広げている。【C（１）カ】（読むこ
と） 

・「書くこと」において、目的や意図に応じて、感じた
ことや考えたことなどから書くことを選び、集めた材
料を分類したり関係づけたりして、伝えたいことを明
確にしている。【B（１）ア】（書くこと） 

・「書くこと」において、資料を引用したり図表やグラフを
用いたりして、書き表し方を工夫している。【B（１）エ】
（書くこと） 
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●主体的に学習に取り組む態度 
・進んで複数の情報を関係づけて読み、学習の見通しをも
って自分の考えを深めようとしている。（読むこと） 

・進んで情報を集め、学習の見通しをもって相手や目的に
応じてパンフレットで情報を発信しようとしている。（書く
こと） 

 
単元計画（読むこと） 
第一次（2時間） 
①「永遠のごみ」プラスチックの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 
第二次（3時間） 
☆③何が書かれているか話し合いながら、序論本論結論に
分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と関連しているか考え共有する。 
☆⑤どの表現が納得できる・してもらいやすくなるか考え、
共有する。 
 
単元計画（書くこと） 
第0次 
⓪ＳＤＧｓに対する既習事項を想起し、「行動宣言」をする
ことを確認する。 
第一次（5時間） 
①、②相手を意識しながら本やインターネットから資料を
探す。 
③資料に合うように「行動宣言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④、⑤資料と「行動宣言」を関連付けて、ポスターやスラ
イドなどを作成していく。 
 

3.3.1 自由進度学習を進めるための手立て① 

～複合単元としての展開～ 
本実践では、「『永遠のごみ』プラスチック』と「発

信しよう、私たちのＳＤＧｓ」を読むこと、書くこと
の複合単元として取り扱う。「読む」では主に「C

（１）ウ」を、「書く」では主に「B（１）ア」を狙う
こととする。それらを達成するためにまず、伏虎義務
教育学校（2024）に書かれている「伏虎レンズ」の②

を働かせる。②とは「論理的思考」のことであり、ス
テップ期（6～7年生）段階では、「根拠と自分の考えを
つなぐ理由を組み立てることができる」としている。
相手意識をもちながら必要な情報を取捨選択し、自分
の考えをどのように組み立てられると伝わりやすくな
るのか、考える力を育むことをねらった。 

 学習の進め方は表1に示している。「☆」は自由進度
学習で進めた時間である。例えば、「読む②」を学習す
る児童もいれば、「読む③」をしたり、「書く①」を進
めたりする児童もいる。自らの進度や学習の進め方に
自由度をもたせている。 

表１ 単元計画表 

 

3.3.2 自由進度学習を進めるための手立て② 

～言語活動の自由度～ 
「発信していく」ということを学習の目標に置くこ

とで、読む目的・書く目的が意識付けられ、学びが自
走すると考える。本実践ではよりその効果を高めるた
めに「単元内自由進度学習」を取り入れる。友田
（2024）には、「学習方法を理解している子ほど学習意
欲や成績が高い」とし、また、「身に付けた学習方法
は、学習成績だけではなく、生涯にわたり課題を乗り
越えていく力になっていく」と記されている。本実践
で「単元内自由進度学習」を取り入れるのは、多様な
選択肢を与えたり、自己決定場面を増やしたり、また
学びの主体は自分たちということを自覚させたりする
ことをねらいとしつつ、追求の質を高めるためであ
る。 

本実践でいう多様な選択肢とは、「発信する相手」
「まとめ方（発信の仕方）」「学び相手」「まとめるタイ

「読む」 「永遠のごみ」プラスチック  発信しよう、私たちの SDGｓ 「書く」 
   ⓪ＳＤＧｓに対する既習事

項を想起し、「行動宣言」をす

ることを確認する。 

第０次 

第１次 ①「永遠のごみ」プラスチッ

クの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 

   

第２次 
 

☆③何が書かれているか話し

合いながら、序論本論結論に

分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と

関連しているか考え共有す

る。 
☆⑤どの表現が納得できる・

してもらいやすくなるか考

え、共有する。 

 ①～②相手を意識しながら

本やネットから資料を探す。 
③資料に合うように「行動宣

言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④～⑤資料と「行動宣言」を

関連付けて、ポスターやスラ

イドなどを作成していく。 

第１次 

   ⑥それぞれの相手に発信す

る。 
第３次 
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・進んで複数の情報を関係づけて読み、学習の見通しをも
って自分の考えを深めようとしている。（読むこと） 

・進んで情報を集め、学習の見通しをもって相手や目的に
応じてパンフレットで情報を発信しようとしている。（書く
こと） 

 
単元計画（読むこと） 
第一次（2時間） 
①「永遠のごみ」プラスチックの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 
第二次（3時間） 
☆③何が書かれているか話し合いながら、序論本論結論に
分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と関連しているか考え共有する。 
☆⑤どの表現が納得できる・してもらいやすくなるか考え、
共有する。 
 
単元計画（書くこと） 
第0次 
⓪ＳＤＧｓに対する既習事項を想起し、「行動宣言」をする
ことを確認する。 
第一次（5時間） 
①、②相手を意識しながら本やインターネットから資料を
探す。 
③資料に合うように「行動宣言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④、⑤資料と「行動宣言」を関連付けて、ポスターやスラ
イドなどを作成していく。 
 

3.3.1 自由進度学習を進めるための手立て① 

～複合単元としての展開～ 
本実践では、「『永遠のごみ』プラスチック』と「発

信しよう、私たちのＳＤＧｓ」を読むこと、書くこと
の複合単元として取り扱う。「読む」では主に「C

（１）ウ」を、「書く」では主に「B（１）ア」をねら
うこととする。それらを達成するためにまず、伏虎義
務教育学校（2024）に書かれている「伏虎レンズ」の

②を働かせる。②とは「論理的思考」のことであり、
ステップ期（6～7年生）段階では、「根拠と自分の考え
をつなぐ理由を組み立てることができる」としてい
る。相手意識をもちながら必要な情報を取捨選択し、
自分の考えをどのように組み立てられると伝わりやす
くなるのか、考える力を育むことをねらった。 

 学習の進め方は表1に示している。「☆」は自由進度
学習で進めた時間である。例えば、「読む②」を学習す
る児童もいれば、「読む③」をしたり、「書く①」を進
めたりする児童もいる。自らの進度や学習の進め方に
自由度をもたせている。 

表１ 単元計画表 

 

3.3.2 自由進度学習を進めるための手立て② 

～言語活動の自由度～ 
「発信していく」ということを学習の目標に置くこ

とで、読む目的・書く目的が意識付けられ、学びが自
走すると考える。本実践ではよりその効果を高めるた
めに「単元内自由進度学習」を取り入れる。友田
（2024）には、「学習方法を理解している子ほど学習意
欲や成績が高い」とし、また、「身に付けた学習方法
は、学習成績だけではなく、生涯にわたり課題を乗り
越えていく力になっていく」と記されている。本実践
で「単元内自由進度学習」を取り入れるのは、多様な
選択肢を与えたり、自己決定場面を増やしたり、また
学びの主体は自分たちということを自覚させたりする
ことをねらいとしつつ、追究の質を高めるためであ
る。 

本実践でいう多様な選択肢とは、「発信する相手」
「まとめ方（発信の仕方）」「学び相手」「まとめるタイ

「読む」 「永遠のごみ」プラスチック  発信しよう、私たちの SDGｓ 「書く」 
   ⓪ＳＤＧｓに対する既習事

項を想起し、「行動宣言」をす

ることを確認する。 

第０次 

第１次 ①「永遠のごみ」プラスチッ

クの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 

   

第２次 
 

☆③何が書かれているか話し

合いながら、序論本論結論に

分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と

関連しているか考え共有す

る。 
☆⑤どの表現が納得できる・

してもらいやすくなるか考

え、共有する。 

 ①～②相手を意識しながら

本やネットから資料を探す。 
③資料に合うように「行動宣

言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④～⑤資料と「行動宣言」を

関連付けて、ポスターやスラ

イドなどを作成していく。 

第１次 

   ⑥それぞれの相手に発信す

る。 
第３次 
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●主体的に学習に取り組む態度 
・進んで複数の情報を関係づけて読み、学習の見通しをも
って自分の考えを深めようとしている。（読むこと） 

・進んで情報を集め、学習の見通しをもって相手や目的に
応じてパンフレットで情報を発信しようとしている。（書く
こと） 

 
単元計画（読むこと） 
第一次（2時間） 
①「永遠のごみ」プラスチックの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 
第二次（3時間） 
☆③何が書かれているか話し合いながら、序論本論結論に
分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と関連しているか考え共有する。 
☆⑤どの表現が納得できる・してもらいやすくなるか考え、
共有する。 
 
単元計画（書くこと） 
第0次 
⓪ＳＤＧｓに対する既習事項を想起し、「行動宣言」をする
ことを確認する。 
第一次（5時間） 
①、②相手を意識しながら本やインターネットから資料を
探す。 
③資料に合うように「行動宣言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④、⑤資料と「行動宣言」を関連付けて、ポスターやスラ
イドなどを作成していく。 
 

3.3.1 自由進度学習を進めるための手立て① 

～複合単元としての展開～ 
本実践では、「『永遠のごみ』プラスチック』と「発

信しよう、私たちのＳＤＧｓ」を読むこと、書くこと
の複合単元として取り扱う。「読む」では主に「C

（１）ウ」を、「書く」では主に「B（１）ア」をねら
うこととする。それらを達成するためにまず、伏虎義
務教育学校（2024）に書かれている「伏虎レンズ」の

②を働かせる。②とは「論理的思考」のことであり、
ステップ期（6～7年生）段階では、「根拠と自分の考え
をつなぐ理由を組み立てることができる」としてい
る。相手意識をもちながら必要な情報を取捨選択し、
自分の考えをどのように組み立てられると伝わりやす
くなるのか、考える力を育むことをねらった。 

 学習の進め方は表1に示している。「☆」は自由進度
学習で進めた時間である。例えば、「読む②」を学習す
る児童もいれば、「読む③」をしたり、「書く①」を進
めたりする児童もいる。自らの進度や学習の進め方に
自由度をもたせている。 

表１ 単元計画表 

 

3.3.2 自由進度学習を進めるための手立て② 

～言語活動の自由度～ 
「発信していく」ということを学習の目標に置くこ

とで、読む目的・書く目的が意識付けられ、学びが自
走すると考える。本実践ではよりその効果を高めるた
めに「単元内自由進度学習」を取り入れる。友田
（2024）には、「学習方法を理解している子ほど学習意
欲や成績が高い」とし、また、「身に付けた学習方法
は、学習成績だけではなく、生涯にわたり課題を乗り
越えていく力になっていく」と記されている。本実践
で「単元内自由進度学習」を取り入れるのは、多様な
選択肢を与えたり、自己決定場面を増やしたり、また
学びの主体は自分たちということを自覚させたりする
ことをねらいとしつつ、追究の質を高めるためであ
る。 

本実践でいう多様な選択肢とは、「発信する相手」
「まとめ方（発信の仕方）」「学び相手」「まとめるタイ

「読む」 「永遠のごみ」プラスチック  発信しよう、私たちの SDGｓ 「書く」 
   ⓪ＳＤＧｓに対する既習事

項を想起し、「行動宣言」をす

ることを確認する。 

第０次 

第１次 ①「永遠のごみ」プラスチッ

クの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 

   

第２次 
 

☆③何が書かれているか話し

合いながら、序論本論結論に

分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と

関連しているか考え共有す

る。 
☆⑤どの表現が納得できる・

してもらいやすくなるか考

え、共有する。 

 ①～②相手を意識しながら

本やネットから資料を探す。 
③資料に合うように「行動宣

言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④～⑤資料と「行動宣言」を

関連付けて、ポスターやスラ

イドなどを作成していく。 

第１次 

   ⑥それぞれの相手に発信す

る。 
第３次 
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●主体的に学習に取り組む態度 
・進んで複数の情報を関係づけて読み、学習の見通しをも
って自分の考えを深めようとしている。（読むこと） 

・進んで情報を集め、学習の見通しをもって相手や目的に
応じてパンフレットで情報を発信しようとしている。（書く
こと） 

 
単元計画（読むこと） 
第一次（2時間） 
①「永遠のごみ」プラスチックの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 
第二次（3時間） 
☆③何が書かれているか話し合いながら、序論本論結論に
分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と関連しているか考え共有する。 
☆⑤どの表現が納得できる・してもらいやすくなるか考え、
共有する。 
 
単元計画（書くこと） 
第0次 
⓪ＳＤＧｓに対する既習事項を想起し、「行動宣言」をする
ことを確認する。 
第一次（5時間） 
①、②相手を意識しながら本やインターネットから資料を
探す。 
③資料に合うように「行動宣言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④、⑤資料と「行動宣言」を関連付けて、ポスターやスラ
イドなどを作成していく。 
 

3.3.1 自由進度学習を進めるための手立て① 

～複合単元としての展開～ 
本実践では、「『永遠のごみ』プラスチック』と「発

信しよう、私たちのＳＤＧｓ」を読むこと、書くこと
の複合単元として取り扱う。「読む」では主に「C

（１）ウ」を、「書く」では主に「B（１）ア」をねら
うこととする。それらを達成するためにまず、伏虎義
務教育学校（2024）に書かれている「伏虎レンズ」の

②を働かせる。②とは「論理的思考」のことであり、
ステップ期（6～7年生）段階では、「根拠と自分の考え
をつなぐ理由を組み立てることができる」としてい
る。相手意識をもちながら必要な情報を取捨選択し、
自分の考えをどのように組み立てられると伝わりやす
くなるのか、考える力を育むことをねらった。 

 学習の進め方は表1に示している。「☆」は自由進度
学習で進めた時間である。例えば、「読む②」を学習す
る児童もいれば、「読む③」をしたり、「書く①」を進
めたりする児童もいる。自らの進度や学習の進め方に
自由度をもたせている。 

表１ 単元計画表 

 

3.3.2 自由進度学習を進めるための手立て② 

～言語活動の自由度～ 
「発信していく」ということを学習の目標に置くこ

とで、読む目的・書く目的が意識付けられ、学びが自
走すると考える。本実践ではよりその効果を高めるた
めに「単元内自由進度学習」を取り入れる。友田
（2024）には、「学習方法を理解している子ほど学習意
欲や成績が高い」とし、また、「身に付けた学習方法
は、学習成績だけではなく、生涯にわたり課題を乗り
越えていく力になっていく」と記されている。本実践
で「単元内自由進度学習」を取り入れるのは、多様な
選択肢を与えたり、自己決定場面を増やしたり、また
学びの主体は自分たちということを自覚させたりする
ことをねらいとしつつ、追究の質を高めるためであ
る。 

本実践でいう多様な選択肢とは、「発信する相手」
「まとめ方（発信の仕方）」「学び相手」「まとめるタイ

「読む」 「永遠のごみ」プラスチック  発信しよう、私たちの SDGｓ 「書く」 
   ⓪ＳＤＧｓに対する既習事

項を想起し、「行動宣言」をす

ることを確認する。 

第０次 

第１次 ①「永遠のごみ」プラスチッ

クの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 

   

第２次 
 

☆③何が書かれているか話し

合いながら、序論本論結論に

分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と

関連しているか考え共有す

る。 
☆⑤どの表現が納得できる・

してもらいやすくなるか考

え、共有する。 

 ①～②相手を意識しながら

本やネットから資料を探す。 
③資料に合うように「行動宣

言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④～⑤資料と「行動宣言」を

関連付けて、ポスターやスラ

イドなどを作成していく。 

第１次 

   ⑥それぞれの相手に発信す

る。 
第３次 
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●主体的に学習に取り組む態度 
・進んで複数の情報を関係づけて読み、学習の見通しをも
って自分の考えを深めようとしている。（読むこと） 

・進んで情報を集め、学習の見通しをもって相手や目的に
応じてパンフレットで情報を発信しようとしている。（書く
こと） 

 
単元計画（読むこと） 
第一次（2時間） 
①「永遠のごみ」プラスチックの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 
第二次（3時間） 
☆③何が書かれているか話し合いながら、序論本論結論に
分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と関連しているか考え共有する。 
☆⑤どの表現が納得できる・してもらいやすくなるか考え、
共有する。 
 
単元計画（書くこと） 
第0次 
⓪ＳＤＧｓに対する既習事項を想起し、「行動宣言」をする
ことを確認する。 
第一次（5時間） 
①、②相手を意識しながら本やインターネットから資料を
探す。 
③資料に合うように「行動宣言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④、⑤資料と「行動宣言」を関連付けて、ポスターやスラ
イドなどを作成していく。 
 

3.3.1 自由進度学習を進めるための手立て① 

～複合単元としての展開～ 
本実践では、「『永遠のごみ』プラスチック』と「発

信しよう、私たちのＳＤＧｓ」を読むこと、書くこと
の複合単元として取り扱う。「読む」では主に「C

（１）ウ」を、「書く」では主に「B（１）ア」を狙う
こととする。それらを達成するためにまず、伏虎義務
教育学校（2024）に書かれている「伏虎レンズ」の②

を働かせる。②とは「論理的思考」のことであり、ス
テップ期（6～7年生）段階では、「根拠と自分の考えを
つなぐ理由を組み立てることができる」としている。
相手意識をもちながら必要な情報を取捨選択し、自分
の考えをどのように組み立てられると伝わりやすくな
るのか、考える力を育むことをねらった。 

 学習の進め方は表1に示している。「☆」は自由進度
学習で進めた時間である。例えば、「読む②」を学習す
る児童もいれば、「読む③」をしたり、「書く①」を進
めたりする児童もいる。自らの進度や学習の進め方に
自由度をもたせている。 

表１ 単元計画表 

 

3.3.2 自由進度学習を進めるための手立て② 

～言語活動の自由度～ 
「発信していく」ということを学習の目標に置くこ

とで、読む目的・書く目的が意識付けられ、学びが自
走すると考える。本実践ではよりその効果を高めるた
めに「単元内自由進度学習」を取り入れる。友田
（2024）には、「学習方法を理解している子ほど学習意
欲や成績が高い」とし、また、「身に付けた学習方法
は、学習成績だけではなく、生涯にわたり課題を乗り
越えていく力になっていく」と記されている。本実践
で「単元内自由進度学習」を取り入れるのは、多様な
選択肢を与えたり、自己決定場面を増やしたり、また
学びの主体は自分たちということを自覚させたりする
ことをねらいとしつつ、追求の質を高めるためであ
る。 

本実践でいう多様な選択肢とは、「発信する相手」
「まとめ方（発信の仕方）」「学び相手」「まとめるタイ

「読む」 「永遠のごみ」プラスチック  発信しよう、私たちの SDGｓ 「書く」 
   ⓪ＳＤＧｓに対する既習事

項を想起し、「行動宣言」をす

ることを確認する。 

第０次 

第１次 ①「永遠のごみ」プラスチッ

クの本文を読み、問いを作る。 
☆②問いを解決する。 

   

第２次 
 

☆③何が書かれているか話し

合いながら、序論本論結論に

分ける。 
☆④資料１・２はどの段落と

関連しているか考え共有す

る。 
☆⑤どの表現が納得できる・

してもらいやすくなるか考

え、共有する。 

 ①～②相手を意識しながら

本やネットから資料を探す。 
③資料に合うように「行動宣

言文」を考え、「SDGｓクラ
ブ」に投稿する。 
④～⑤資料と「行動宣言」を

関連付けて、ポスターやスラ

イドなどを作成していく。 

第１次 

   ⑥それぞれの相手に発信す

る。 
第３次 
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ミング」など様々である。「発信する相手」や「まとめ
方」を選択するとことで、「伏虎レンズ」の④発信力
（自分の考えを整理し、わかりやすく伝えることがで
きる）を働かせ、より適当な文章やそれに関連した資
料を探そうとする力を養う。また、「学び相手」も選択
ができるので「伏虎レンズ」の⑧協働性（他者と交流
し、自分の考えを広げたり深めたりすることができ
る）を働かせ、積極的に交流するように促していく。 

「発信する相手」にどのような「まとめ方」で伝え
るのが適当か、「読む」単元で様々な「学び相手」から
培った学びを「書く」に活かしていく姿を期待する。 

奈須（2022）によると、「与えられた時間を上手にや
りくりし、今現在の自分にとって最適な学びを効果的
に実現できるよう様々な計画を実際に試してみる機会
が存分に与えられることは、メタ認知や学習の自己調
整能力、さらに学び方の得意を見出すうえでとても大
切なことなんだ。」と記されている。与えられた時間を
やりくりし、自分のタイミングで「まとめる」こと
で、自己調整能力等への関りをねらうものとする。 
 

3.4 授業展開 

書く⓪から単元は開始された。⓪では、「ＳＤＧｓ」を知
っているか問うところから始まった。全員「ＳＤＧｓ」に
ついて知っていた。しかし、誤った認識があることにも気
付いた。例えば目標②「飢餓をゼロに」は児童の認識では
日本では達成できている（飢餓は 0％）と考えていたが、
ELEMENIST（2025）を見てみると、「各国の研究者が2017年
～20年にかけて実施した『第７回・世界価値観調査』によ
ると、日本では18歳以上の国民のうち9.2%、つまり10人
に１人が「この１年間で十分な食料がない状態で過ごした 

図2スプレッドシートを活用した、進度表 

ことがある」と回答している』と記されており、「自分た
ちの認識は間違っており、学習し直さなければいけない。」
という問題意識をもつことができた。そこで公益財団法
人日本ユニセフ協会の公式サイト、「ＳＤＧｓクラブ」を
示し、どの目標を探求していくかを決めること、探求し
たことを同サイト内にある「みんなの行動宣言」に投稿
するということ、を学習目標に設定した。 

次に「永遠のゴミプラスチック」を読み、「ＳＤＧｓを
広めるため」「ＳＤＧｓクラブでみんなの行動宣言に投稿
するため」には、どのような課題を解決していけばいい
かという視点で課題を考えていった。図1は児童が考え
た課題の一覧である。 

 

 

 

 

 

図1児童が考えた課題 

 
次の時間からは、単元内自由進度学習の扱いである。表

１で示したように、「読む」では②～⑤、「書く」では①～
⑤の学習を児童自身が学習するタイミングを選択し、進め
ていく。その際、どの児童がどの課題をクリアしたか、児
童同士が共有できれば、話し合いが自然と起こると考え、
グーグルスプレッドシートを活用し、インターネット上で
確認できるようにした。図3で示しているように、進度状
況を「まだ」「考え中」「解決」の3つの状態を選択できる
ようにしている。「考え中」同士で集まったり、「考え中」
の児童が、「解決」の児童に話しかける様子が多くみられた。 
 進める課題がそれぞれなので、従来の授業のように、一 
律のワークシートを毎時間配るのは不可能である。そこで、 

 

①何が書かれているか話し合いながら序論・本論・結論
に分ける 
②資料１・２はどの段落と関連しているか考える 
③どの表現が納得いくか考える 
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どの課題を進めても自分の考えを書き込めるようなワーク
シート（図 3）を用意した。また、自分で進めていけるよ
うに、書き込み方を示した見本（図4）も用意した。 
 課題を解決した児童は成果物を完成させていった。初め
に示したように「SDGｓを広める相手」「まとめ方（紙媒
体・パソコン…）」を自由に選ばせた。ただし、児童には評
価規準として「相手に合わせてまとめられているかどうか
を見る」ということを伝えている。例えば、小学1年に伝
えたい児童は、平易な語彙を選んだり、文字サイズを工夫
したりしないと伝わらない。逆に大人が相手だと、平易な
言葉ではなく、難しい言葉や漢字を使わないと逆に伝わり
にくくなる。実際に児童たちは、相手を意識しながら成果
物を作る様子が見られた。 

図3どの課題からでも考えを書き込めるワークシート 

図4書き込み方を示した見本 
 
 

3.5 成果物 

 児童 A（図 5）は大人を意識してポスターを作製した。
強調したい言葉を、色をつけて書いている。また、「読む」
で学んだように資料と文章を関連付けて書くことができて
いる。 

図5児童Aの成果物 
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 児童B（図6）は伝える相手を小学5年と設定した。文 
字量が多く見づらい箇所もあるが、児童Aと比べると、 
四コマ漫画を書き込み、SDGs に親しみやすくする工夫を
していることが分かる。 

図6児童Bの成果物 

4 授業後アンケートの分析 

 授業後に児童全員を対象にアンケートを行った。質問項
目は全部で4項目である。その内①から③は選択式、④は
記述式である。アンケートはGoogle formを使って行った。
図7は授業後アンケートの質問項目をまとめたもので 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図7授業後アンケートの質問項目 

ある。 
設問①「いつもと違う進め方でしたが進めやすさはどう

でしたか。」では、「進めやすかった」と回答した児童が20 
人、「まあまあ進めやすかった」と回答した児童は3人、 
「ちょっと進めにくかった」「進めにくかった」と回答した 
児童はそれぞれ1人ずつと回答している（表2）。9割の児 
童が「進めやすかった」または「まあまあ進めやすかった」 
と回答していることから、概ね進めやすかったと感じてい 
るということが分かる。 
 設問②「どのやり方がやりやすかったですか」では、25 
人中24人が「スプレッドシートでみんなの進み具合が分 
かる（図3参照）」と回答している。このことから、図3の 
有用性が高いことが分かる。「発信する方法自由」には25 
人中23人回答している。実際に従来の図5、図6のように 
紙で必ずまとめることを指示するのではなく、Googleスラ
イドやCanvaでまとめる児童もいた。 
 設問③「いつもの進め方と今回の進め方どちらがいいで
すか。」では、「いつもみたいに全体で話し合いたい」と回 
答した児童が４人、「今回みたいに進めたい」と回答した児 
童が７人、「どちらも混ぜて進めたい」と回答した児童が14
人である（表4）。図8の記述には、「みんなの振り返りを 
発表する時問があったらいいと思います。今回の進め方だ 
と機会をゲットしにくかった。」や「ー回くらいみんなで意 
見をまとめる?的なことをやってもっと他の人の意見も、 
聞きたいなと思いました。話を聞くと安心もできるし、意 
見も広がるからです。」といった意見が書かれている。この 
ことから、「どちらも混ぜて進めたい」という意見が半数以 
上集まったものだと考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①いつもと違う進め方でしたが進めやすさはどうでしたか。 
1．進めやすかった 2．まあまあ進めやすかった  3．ちょっと進めにくかった 4．進めにくかった     
②どのやり方がよかったですか。（複数回答可） 
1．スプレッドシートでみんなの進み具合が分かる  2．キャンバで序論・本論・結論を分けられるようにする 
3．発信する方法自由  4．まとめる方法自由  5．掲示物に課題が書かれている  
6．本の資料をいつでも手に取れる  7．ワークシートにいつでも書き込める           
③いつもの進め方と今回の進め方どちらがいいですか。 
1．いつもみたいに全体で話し合いたい 2．今回みたいに進めたい  3．どちらも混ぜて進めたい              
④③のように答えた理由はなにですか。（記述）  
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表2設問①の回答数 

 
 
 
 
 
 
 

表3設問②の回答数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表4設問③の回答数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図8設問④の記述の例 
 

5 まとめ 

5.1 成果 

・自分のペースと責任で学習を進めることができることで、 
意欲的に学習に取り組めた。 
・学習目標がはっきりしているため、情報収集を効果的に 
行えた。 
･教師の評価を受ける機会が増え、学習内容のつまずきが減 
った。 
・授業後のアンケートより、自由進度学習を取り入れた学 
習は児童にとって進めやすく安心できるものになった。 
 

5.2 課題 

・自由進度学習だけでは、学習の定着が難しい。 
・児童同士の練り合いの場を強制的に設定していないので、 
知識・技能、思考力等が低い児童は、高い児童と比べて
差が開きやすい。 

 選択肢            回答数（人） 
進めやすかった              ２０ 
まあまあすすめやすかった          ３ 
ちょっと進めにくかった           １ 
進めにくかった               １ 

    選択肢             回答数（人） 
スプレッドシートでみんなの進み具合が分かる  ２４ 
キャンバで序論・本論・結論を分けられるようにする  

１０ 
発信する方法自由               ２３ 
まとめる方法自由               １９ 
掲示物に課題が書かれている          １９ 
本の資料をいつでも手に取れる         １５ 
ワークシートにいつでも書き込める       ２４ 
 

     選択肢            回答数（人） 
いつもみたいに全体で話し合いたい      ４ 
今回みたいに進めたい            ７ 
どちらも混ぜて進めたい           １４ 
 

・1日の最後に振り返りをするのが、最後まで終わって 
いない時もあるから。そのタイミングも自由できるよ 
うにできれば今回のような形でいいと思いました。 
・みんなの振り返りを発表する時問があったらいいと 
思います。今回の進め方だと機会をゲットしにくかっ 
た。 
・勉強の仕方を最初に教えてもらえたから進めやすか 
ったです。 
・序論・本論・結論を決める時で人によって場所が違う 
から自分がここだと思っていても少し間違っていない 
か不安になってしまうことがあります。そこに簡単な 
ヒントがあれば個人的にはやりやすいです。 
・ー回くらいみんなで意見をまとめる?的なことをやっ
てもっと他の人の意見も、聞きたいなと思いました。話 
を聞くと安心もできるし、意見も広がるからです。 
・別の人のスプレッドシートを間違って変えてしまう 
ことがあったからドキドキしました。                     
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図8設問④の記述の例 
 

5 まとめ 

5.1 成果 

・自分のペースと責任で学習を進めることができることで、 
意欲的に学習に取り組めた。 
・学習目標がはっきりしているため、情報収集を効果的に 
行えた。 
･教師の評価を受ける機会が増え、学習内容のつまずきが減 
った。 
・授業後のアンケートより、自由進度学習を取り入れた学 
習は児童にとって進めやすく安心できるものになった。 
 

5.2 課題 

・自由進度学習だけでは、学習の定着が難しい。 
・児童同士の練り合いの場を強制的に設定していないので、 
知識・技能、思考力等が低い児童は、高い児童と比べて
差が開きやすい。 

 選択肢            回答数（人） 
進めやすかった              ２０ 
まあまあすすめやすかった          ３ 
ちょっと進めにくかった           １ 
進めにくかった               １ 

    選択肢             回答数（人） 
スプレッドシートでみんなの進み具合が分かる  ２４ 
キャンバで序論・本論・結論を分けられるようにする  

１０ 
発信する方法自由               ２３ 
まとめる方法自由               １９ 
掲示物に課題が書かれている          １９ 
本の資料をいつでも手に取れる         １５ 
ワークシートにいつでも書き込める       ２４ 
 

     選択肢            回答数（人） 
いつもみたいに全体で話し合いたい      ４ 
今回みたいに進めたい            ７ 
どちらも混ぜて進めたい           １４ 
 

・1日の最後に振り返りをするのが、最後まで終わって 
いない時もあるから。そのタイミングも自由できるよ 
うにできれば今回のような形でいいと思いました。 
・みんなの振り返りを発表する時問があったらいいと 
思います。今回の進め方だと機会をゲットしにくかっ 
た。 
・勉強の仕方を最初に教えてもらえたから進めやすか 
ったです。 
・序論・本論・結論を決める時で人によって場所が違う 
から自分がここだと思っていても少し間違っていない 
か不安になってしまうことがあります。そこに簡単な 
ヒントがあれば個人的にはやりやすいです。 
・ー回くらいみんなで意見をまとめる?的なことをやっ
てもっと他の人の意見も、聞きたいなと思いました。話 
を聞くと安心もできるし、意見も広がるからです。 
・別の人のスプレッドシートを間違って変えてしまう 
ことがあったからドキドキしました。                     
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・14％の児童がこの授業形態ではなく、全体での話し合い
を求めている。 

 

5.3 今後の展望 

 今回行った実践では、児童に学習する目標は設定したう 
えで、順序・手段を選択させた。しかし、児童の資質能力 
を育むためには、児童が選択する「学び方」をさらに明確 
に、かつ、数を増やしていく必要がある。小林（2024）は
「1 時間の授業の中で複数の思考ツールを選択し、使用で
きるようにすると、個人追究の後、学習者は思考内容とと
もに思考方法についても自分とは異なるものに触れること
ができ、追究の質を高めていくことができます。」と述べて
いる。今回の実践で学び方を明確にすることに注力できな
かった。今後は、学ぶ順序だけでなく、思考ツールなどの
手法を用意し、選択できるようにしたい。主体的に力のつ
く学びが実現できるよう、今後も児童への効果的な指導や
方法を探求するよう努めていくものとする。 
 

引用・参考文献等について 

小林康宏（2024） 『「言葉による見方・考え方」とは何か』 
明治図書 

中央教育審議会答申（2021） 『「令和の日本型学校教育」
の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引
き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～
（答申）』 中教審第228号 

友田真（2024） 『自ら学びをコントロールする力を育む
自己調整学習』 明治図書 

奈須正裕（2022） 『個別最適な学びの足場を組む』 教
育開発研究所 

伏虎義務教育学校（2024） 『令和6年度和歌山市指定教
育研究学校研究紀要』 第8集pp.3-9 

ベネッセ教育総合研究所（2022） 『小中高校の学習指導
に関する調査2022』 
https://benesse.jp/berd/shotouchutou/research/det
ail_5812.html 2025年12月23日閲覧 

文部科学省（2017） 『小学校学習指導要領（平成 29 年
告示）』 東洋館出版社 

ELEMENIST（2025） 『2025「SDGs達成度ランキング」

上位50＆下位10一覧、日本は19位』 
https://eleminist.com/article/4249 2025年10月9
日閲覧 
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Team MAK-e Spot の和歌山市での活動報告  
―「こども食堂」を基軸とした「第３の居場所」の定着と  

多世代交流の可能性について検討―  

An Examination of the Establishment of "Third Places" Centered on 
Children's Cafeterias and the Potential for Multi -generational 

Interaction  
 

三岩眞紀※1 宮定章 
※1 Team MAK-e Spot 代表 

 

本報告は、こども食堂を基軸とした「第 3 の居場所」の定着と多世代交流の可能性を見

出すための活動報告である。背景には、共働き世帯の増加や経済格差、コロナ禍による地

域コミュニティの希薄化がある。事業では、食事提供、工作体験、学習支援、防災活動を

通じて子どもの健全育成と地域交流を促進した。結果、居場所としてのニーズの高さ、世

代間交流による社会的資本の醸成、保護者からの継続的実施要望が確認された。 

キーワード：こども食堂 第３の居場所 多世代交流 地域コミュニティ 防災拠点化  

 
 

1 活動の背景 

近年、共働き世帯の増加に伴い、長期休暇中における家
庭の育児・経済的負担が深刻化している。また経済的格差
は体験機会の格差と比例し、こどもたちの学びや経験に影
響を及ぼしている。 
さらにコロナ禍以降、地域コミュニティの希薄化により
「顔の見える関係性」や「こどもを見守る目」が不足して
いるため、社会的資本の再構築が求められている。 
このような状況を踏まえ地域における居場所づくりと学
習支援の重要性が高まっていると考え事業を実施した。 

2 目的 

本事業は、こども食堂を基軸とした「居場所」が長期休
暇中における児童の健全な育成と地域住民の多世代交流を
促進し、体験格差の縮小及び防災力強化を図ることで関係
人口を創出することを目的として実施した。来年度の活動
に向けてフォローアップを行うため、活動についてのアン

ケートを実施しており、そのアンケートより、伺い知れる
視点を共有し、今後は学術的分析にも生かしていくための
基礎資料とする。 

3 活動内容 

「①こども食堂における食事提供と工作体験を通じた
居場所づくり」、「②学習習慣の定着を目指した学習支援」、
「③こども食堂防災拠点化計画「防災くらぶ」開設」と３
つの活動を行った。以下に、活動内容を記述する。 

3.1 事業期間・場所・対象 

①こども食堂における食事提供と工作体験を通じた居場
所づくり 
活動日：2025年4月～12月、原則月1回 
場所：コミュニティスペースDo場及び和歌山市地域フロ
ンティアセンター 
対象：地域の子どもと保護者 
参加人数：445人（2025年4月～12月） 




